
沖縄におけるタイル工事の共存共生

現場：
伊武部ビーチ作業所



工事概要 ■世界トップクラスのラグジュアリーホテル『ハレクラニ沖縄』

工 事 名 称 ：仮称）沖縄伊武部ビーチホテル計画

計 画 地 ：沖縄県国頭郡恩納村字名嘉真下袋原1967番1外

発 注 者 ：三井不動産株式会社

設 計 監 理 ：株式会社日本設計

施 工 者 ：前田・國場建設工事企業体

工 期 ：2017年4月1日～2019年4月30日

施 設 内 容 ：ホテル（客室360室 レストラン プール他）

構 造 規 模 ：全27棟 [E棟]  RC造 地上10階＋PHF

： [S棟]  RC造 地下1階 地上5階

： [N棟]  RC造 地下1階 地上4階
ビーチフロント

ヴィラ

ヒルトップ

那覇空港から
車で75分

作業所
施工方針

沖縄の国定公園という周辺環境に配慮し、『世界に誇れる品質の
良いリゾートホテル』を完成し、顧客の信頼を得る



テーマ選定の理由

地元業者同士は
ライバルで協力

できない

現場の規模が
大きく、遠い

沖縄バブル
(同時期に大型
物件が多い)

沖縄で流通の
ないメーカー
のタイル

金額が
合わない

港の保管場所が
確保できていない為

物流・搬入で
トラブルが起きそう材料支給で

はないか？

共存共栄から共存共生へ

企業にとって共存共栄は原則です。
相手が繁栄しないと、自分たちの繁栄
もありえないということです

しかし、最近の世の中は競争社会で
あり強者の社会です
互いに繁栄することができない環境に
なりつつあります

繁栄は一過性のものでしかありません
もっと人は力を合わせて、共に生活し
ていける環境を作ることが今後の社会
に与えられたテーマです。

共に助け合って生きる・・共生の時代
が求められています

タイル検品（アイコット中国広東工場）

地元タイル業者含め6社で、共存共生できる

環境(施工協力体制)を築き、世界に誇れる品質

のホテルの完成を目指す

まとまら
ない

共存共生への
3つの姿勢

①信頼を築く (confidence)
②共有・伝達し合う (communication)
③共に問題に挑戦する (challenge)   

不二窯業

琉球伊奈

瀬口タイル

ダイナン産業

ラテンマーブル

八重瀬興業



現状の把握1 ■工事内容

区分 外壁 せっ器質タイル 床 磁器質タイル 室内壁 磁器質タイル

品質
形状

300×60 厚13(70％)+厚23(30％)
改良圧着張 ブリック目地詰

600×300角 圧着張 タイル下地共 600×300角 縦張り 接着剤張

タイル 名古屋ﾓｻﾞｲｸ:特注型 ｼﾞｪﾑﾎﾞｰﾀﾞｰ
丸鹿窯業:ｴﾙﾐﾅ(室内/水廻り)

丸鹿窯業:ﾓﾉｼﾍﾞｯｸｸﾚｽﾄｸﾞﾚｰ(ﾊﾞﾙｺﾆｰ)
ｵﾙｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ:ﾌﾟﾗﾁﾅｽﾄｰﾝ(水廻り)

モデル
画像

数量 平4,300㎡ 役物1,350m 平15,300㎡ 巾木・排水溝5,300m 平9,800㎡ 出隅処理3,200m

コスト ¥114,000,000- ¥206,000,000- ¥118,000,000-

総合計 ¥475,000,000-
その他のタイル工事

¥37,000,000-
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現状の把握2 ■コスト内訳
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労務費の理由
①沖縄バブル
②カット・下地
等歩掛が悪い

ｺｽﾄｱｯﾌﾟの理由
①運搬費

②那覇港倉庫料
③商社2社経由

300円/枚
×42枚/㎡

500円/枚
×13枚/m

始めての施工
(部分弾性接
着剤張)法

①タイルの
模様が特殊
②既にVE済

金型が
必要

加工・運搬費が高い
(沖縄に加工場がない)

既にタイル選定済
（モデルルーム）

平23,500円/㎡

12,500円/㎡
12,000円/㎡

10,200円/ｍ



目標の設定

VE提案・施工改善・省力化工法等知恵を絞り、適正な

工事経費の契約に努め高品質(同じ施工法・納まり)の

ホテルを6社で協力・共生して目指す

1 高品質（同じ施工法・納まり） 2 力を合わせて支え合う

◼ 工事自己評価点：8点以上（10点満点）

◼ 竣工検査指摘（不具合）数：0
◼ 計画コスト：15％低減
◼ 工期の厳守
◼ 無事故無災害



対策の検討と実施1 ■施工協力体制を築く

対策①：幹事会社の交代

次の課題

対策②：積極的に行動し、地元業者の心に飛び込む

＜現場とのメールのやり取り＞

金額が
一番心配

個別会社訪問 6社合同会議 懇親会

幹事費用等は取らず、
横並びの分離分割発注

琉球伊奈
ダイナン
産業

ラテン
マーブル

八重瀬
興業

不二窯業瀬口タイル

現場JV

肝心の工区分けが
進まない

Ｅ３棟 Ｅ２棟 Ｅ１棟Ｓ２棟Ｓ１棟
ﾛﾋﾞｰ
Ｎ１棟
Ｎ２棟
連絡通路

Ｓ３棟
Ｓ４棟
ｳﾞｨﾗ１～

５
ｷﾝｸﾞｳﾞｨﾗ
付属棟

2017.9.26

2017.9.28



対策の検討と実施2 ■床タイルを変更する

滑りやすい
(つるつる)

標準品

対策③：メーカー変更 対策⑤：現地検品で調整対策④：品質向上（付加価値）

沖縄港に資材置き場がある
アイコットリョーワさんを推薦

近似色タイル提案 沖縄草履での検証

＜現場とのメールのやり取り＞

特注色対応＋滑り防止

■設計意向

2017.11.10

2017.12.25

2018.2.1

事前工場検品
（2018.1.29～31）

釉薬調合
(色合わせ)

最終調整

広東工場
(中国)

最終試
作完成

最終工場検品
（2018.4.23～25）

アイコットリョーワさんの
協力が大きい

2018.5.17



対策の検討と実施3 ■タイル下地を省き、床タイルを直接張る

従来工法 新工法（自社考案）

準
備

検
証
試
験

検
証
結
果

■大きな隙間が3カ所発生
→剥離・浮きの要因

■隙間もなく、安定した付着状態
（アクリル板で検証）

対策⑥：施工法の工夫・
改善長
所

コストダウン
工期短縮
砂・セメント運搬がなくなる
(特に、上階は利点が大きい)

短
所

下地の凸凹が少からずある為、
剥離・浮きが発生する

山が崩れない
ように台形

タイル下地

5mmクシ目 10mmクシ目

対策⑥：
施工法の工夫・改善

省力化工法の採用

＜タイル直張りの長所・短所＞



対策の検討と実施4 ■工法の伝達・共有

充填率
確認

叩き押えの
程度の確認

動画撮影

対策⑦：職長周知会の開催 対策⑧：施工手順書を作成し、全作業員に周知する

■床工法周知会 2018.4.27
繁忙期には作業員
50人以上になる

■送出し教育リーフレット



対策の検討と実施5 ■外壁タイルをVEする

対策⑨：
タイルサイズの変更

対策⑫：
目地仕上げの検討・周知

対策⑩：
出隅タイルの変更

＜現場とのメールのやり取り＞

■VE提案（2丁掛サイズへ）

同時に、厚みも薄く

数回の試作を
重ね決定

接着加工 平かぶせ
(突付納まり)

■VE提案（かぶせ納まりへ）

対策⑪：
更なる検討・改善

■VE提案（かぶせ納まりへ）

改善前 改善後

裏足を削り込
むので大変

目地幅を5mmに
すればカットが楽

改善前 改善後

6社周知会

地元業者
職長施工

事前検討
(目地骨材調整)

決定色:
仕上確認

■目地詰め検討・周知会 2018.2.19



対策の検討と実施6 ■納まり詳細と手順の共有と徹底

①
躯
体
確
認

⑤
平
タ
イ
ル
張

②
墨
出
し

⑥
充
填
率
検
査

③
カ
ッ
ト
加
工

⑦
目
地
詰
め

④
張
付
材
塗
布

⑧
仕
上
げ

■施工手順（標準化へ）

下地精度
確認

充填率記録
(90％以上)

ササラ仕上塗厚確認

ﾀｲﾙ割付
(ｶｯﾄ寸法)

保護ｶﾊﾞｰ
保護ﾒｶﾞﾈ

ｵｰﾌﾟﾝﾀｲﾑ(20
分以内)厳守

雨天時はしない
(色むら発生)

対策⑬：同じ納まりを厳守する

勾配を
つける

裏足が水切り
になる位置に

目地幅
確認 他工区へ

伝達

幅100以下の
タイルは入れない

(割付ルール)

目地深さ
確認

■タイル割付周知会■出隅タイル納まり

■笠木タイル納まり



効果の確認1

■一緒に活動を支えてくれた方々の感想

周知会始め勉強に
なることばかりです：

10点(地元業者)

この現場で自分自身
成長できました：

10点(担当者)

床タイルの変更・・
長い道のりでした：

10点(メーカー)

始めての場所で不安
だったけど、みんな
に支えられました：

10点(作業員)

タイル工事6社の
まとまりを感じました：

10点(作業所)

1 高品質（同じ施工法・納まり）

◼ 工事自己評価点：10点（10点満点）

◼ 竣工検査指摘（不具合）数：0

2 力を合わせて支え合う

タイル工事6社 集合写真

◼ 計画コストの15％低減→19％低減

◼ 工程の順守→達成

◼ 無事故無災害→達成



効果の確認2 ■コスト比較
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タイル代
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1,000
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500
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0

3,000

6,000

9,000

12,000

【改善前】

役物タイル

【改善後】

突付タイル

工事経費

目地手間

張手間

副資材

タイル代

改善前

475,000,000-

外壁工事 114,000,000-

床工事 206,000,000-

室内壁工事 118,000,000-

その他のタイル工事 37,000,000-

100円/枚
×51枚/㎡

改善後

385,000,000-

68,000,000-

162,000,000-

118,000,000-

37,000,000-

23,500円/㎡

15,000円/㎡
10,200円/ｍ

3,000円/ｍ

12,500円/㎡

10,000円/㎡

19％低減



標準化 ■各施工法は周知会にて標準化 今後の課題

現場が沖縄であることから、メール
が非常に有効でした。仕事内容はもち
ろん、送り側のこの現場への思いに時
折触れ、まとまりに繋がりました。
反面、要所では顔を合わせて伝えるこ
との大事さも再認識しました。

■メールのやり取りの一
部

Confidence (信頼)
Communication (共有)
Challenge (挑戦)

この言葉で
一つにまとまる

これから施工が本格的になり、様々
な問題が出ると思います。その解決に
6社が力合わせて乗り切ることが課題
です。
そして、今後この共存共生できる関

係を持続できるよう真摯に接したいと
思います。

＜現場とのメールのやり取り＞



活動事例①：
部分弾性接着張の周知会（2018.4.27）

補足資料1

誘発目地
のずれ

ｽﾃﾝ線をｴﾎﾟｷｼ接
着剤でつける

穴あけ

親ｽﾃﾝ線を
留める

接着剤をﾋﾞｰﾄ
状に塗る

下部から
張り出す

止水する

通りの確認

職長周知会

出隅は塗装
処理でVE

弾性接着剤張
(動きに追従)

ｽﾃﾝ線を結び
付け完了

活動事例②：剥落防止処理の手順



補足資料2

対策案 品質
コス
ト

工程 点数 検証

A
施工法を改良圧着張に
変更する

○ △ × 3 実施

B
施工法を敷きモルタル
工法に変更する

× ○ ○ ４ 実施

C
くし目の高いコテでの
圧着張に変更する

○ ○ ○ ６ 実施

時間がかかる

接着強度
の問題

試行錯誤を重ね完成

中央部に大きな
エアポケット

ひび割れ
浮き

■不具合事例

4年前、従来工法(5mmくし
目コテ)で施工した大判(600角)
タイルにひび割れ・浮きが発生

→タイルを斫り、要因を検証

→大判タイルの施工法が課題

活動事例③：大判タイル施工法の検証

評価基準：〇2点 △1点 ×0点

活動事例③：クシ目の高いコテの考案・改良

自社改良品LIXIL既製品

高さを検討・改良
クシ目幅を検討・改良
短辺を検討・改良
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